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１

命
な
う
ば
．
一

重
の
恋
ご
こ
-

ぬ
の
で
あ
る
。

召
南
「
甘
掌
」
至
李
琴
の
「
罫
即
小
歌
」
⑦
達
Ｆ
引
く
一
三
達
謁
石
人
が
一
の
ろ
か
も
知
制
顕
。
だ
が
・
弩
⑦
父

李
琶
調
は
塞
が
-
ま
だ
鋼
い
｜
零
元
一
八
芽
（
七
穴
三
）
籏
晨
の
〈
マ
と
Ｌ
て
蔀
掴
喬
壬
威
修
Ｌ
了
い
ろ
←
父
の
こ
の
事

業⑦篭蓑塑、子の筆が）一くこな弓いか汀喜一叡創を受け〉」「正か芝、拙穗「言薪」一ぐ言・えた。己公個

室←舅の壁史壽識亨一根一啓原おい了壽った｛唇読一申〈朔一ｆ一のろや》！の人一卜励か〃⑦詩で一例宅「甘索」廐

か認め毫讓の深一言を色葺く舜毒飼涙行一．、．-Ｌ一一トヱゞ
勺奉々
ら←「蘇小小歌」芽一応ろ炬漂Ｌ、一雲」晴室逢

い、小ン二、一．羨経』を《一一一《索仮弱か葱か７戸へと，ｌ託池、案三一．裳の、三二／侭「言←一読」かニーの信壱言葬一受けとう

了い辰シ一言えることば、ニビー・毎と憩竃看まい，

蒄口『読文』｜い八室齢菫濤迄Ｖとい｛ノエ勺に雷一中一トー霜く蓉馬研ぶり、蓋何『が脳』釈一言卜八章

昼一室とＶ〆一いい．・二くの注に八菫憩し一州た一寓璽一雲Ｖとい．勺一劣舜にお調いで涙川、ここで璽雪一傘で高言

、
っ
”
景
鈍
字
記
』
に
引
く
雲
㈱
謹
々
の
「
春
塗
賦
」
に
八
薑
一
宗
を
壽
呉
ｔ
鰻
一
と
な
Ｌ
、
窒
宰
室
芦
奉
け
て
縦
と
威
或
Ｖ

や 今一 一

一
一

鯏
罵

ら夕､
↑空
遡
一
一
一壷→

一i＝ｔ
グー ｉ ｇ

Ｐ -･堂三二
- 一 -

ｊ６．：Ｊ

壱一
一

屯く

Ｐ

一ミシ
グ5℃
も

』三
つ 一
一
Ｆ ■ ■ ､ g

環

心。こい一大に宝、か尚うて〉での浬一小尽な命を功無寺、もの豚寺、せよ、つとまでに棚狂おＬい侭

一言に何、ふかいない、「／何ない．舅丁鳳あうイも-判剥測叫馴川の両謹到！詞蜀胴副忍び

』」
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凸
■
●
陽
０
７
-
ロ
ー
■
マ
■
ａ
ｐ
Ｌ
Ｇ
■
７
Ｌ
■
且
Ⅱ
Ⅱ
０
，
-
ｒ
０
Ｇ
口
■
ｑ
６
ｑ
０
■
毎
．
０
■
■
Ｊ
■
』
〃
巳
。
■
ゆ
’
１

風
爲
裳

ば-．誌騒」

「
具
選
歌
」

『孔一工一か語』『致寿」にい-ラハ孔子幸二、、に行かんとす．一雨、か〃-４臺辱ＬＶと、子毒表の苔一堂〉一瓢

ラー！筐Ｕ一三一-閻一／鬚琶い匠勿だ。蒜小小ば宗めに幸一ま、→-バーろ故人と晴菫〒９喜匠切に一、、まよ、っ望仔

あ
る
。
猶
差
晴
〃
一
ｌ
ｂ
か
マ
、
と
造
め
杓
げ
に
ぼ
け
か
め
。
呉
一
止
子
け
『
エ
菫
示
訳
些
芳
一
引
い
マ
、
八
》
ず
淑
の
松
枝
は
皿
川

辺
に
坂
葎
Ｌ
元
値
菫
の
伽
し
Ｖ
と
い
い
，
．
『
酉
湯
霊
網
一
』
乏
引
い
了
八
松
砺
一
角
に
逼
杓
ぱ
則
弓
値
菫
壼
威
一
・
７
《
・
脳
８

吋礼肌糾坤碗一品吋剛α川乃か鯛嶋切奔塒即測碓川脇硝脱噸幟洲粥吐祁紺批以か崎削馴川醐鮴剛悩。渕

薑
上
-
７
。
』
-
庁
家
釡
さ
籍
ん
で
雲
三
の
皿
し
二
一
一
示
何
一
曙
一
一
厘
．
一
は
赤
’
二
洞
一
姜
一
易
何
班
駁
と
Ｌ
Ｔ
鎮
繍
の
伽
ｌ

ＬＶや、王碕が同じ蕾からとして他２-詞の注一ト引く八大癖壯⑦洲上に横一株病リ丁、へ戸を望む、

に菫菫と！｝て軍蓋の犯しＶを参考に高げておい一ｌよい〃もし舸働。

９

こ
灰
汲
ん
で
い
る
か
も
Ｌ
桝
切
”

にＡ１-；-喜因暢藪我が誤一尋に篝す、｛一三に一一二二壹一》つ、温ン-１」一く冥拭一士価加し、其の板屋一に一痙剛

一ｒ、．我が侭睡査乱ろＶとい．、っ．｜ｘ菌何夷の府のＬン石だ〉て｛ノだが「蕾ニチーと通して霞悟需悩蟄莚こ

０

燕
人
奏
今
慾
迂
佳
蕪
の
人
は
Ｌ
ま
，

葵
く
竃
の
辻
Ｉ
、
制
一
ｌ
だ

⑦
八
妻
同
至
製
Ｌ
了
以
了
衣
と
罵
し
・
芙
蓉
を
集
め
Ｔ
以
て
雲
と
為
す
Ｖ
に
学
ん
だ
．
晋
の
蝉
-
更
の

水鳥凧

、

坐エニーワｖ二

●



な
〉
』
も
善
い
と
ぶ
、
了
い
ろ
だ
言
う
が
．
二
、
今
田
篝
葡
ぼ
な
お
常
識
的
な
域
を
出
な
い
。
篝
の
、
遥
旧
丁
い
え

ば視賞と穂貢と蚕すりか一へた圭、ｚ仏とこ一．うて薑重土厭立べへご石一三によって奇臺へ前淘狽一宗鮒玩味

銅．ｖ毒寵し出」てい石のである。害一霊か八可に壷も、てかその裳窒這象己んとな〈つば、副弓一隅の

易
ご

前
に
環
了
裳
た
石
温
り
＠
な
Ｋ
麦
し
う
て
か
莞
の
鳳
至
篝
騨
ど
ん
と
な
ら
ば
、
則
君
水
の
笙
石
仁
礪
っ
て
覗
次

や

算
室
副
邇
号
隈
壹
蛙
家
は
近
く
う
て
も
蕊

雲
焉
聿
号
園
鳥
焉
害
乏
聿
豚
園
乏
需
に

王
任
山
号
霞
在
葬
王
何
山
下
諏
は
雪
で

壷
三
一
甑
号
周
育
止
雲
”
あ
て
仮
な
ら
極
風

思
侭
多
端
今
讓
能
理
手
々
仮
裁
籾
ろ
こ
例
罵
い

琴
白
の
「
琴
に
一
大
旗
に
遊
皷
吟
、
窒
荊
」
の
．

霜
嘉
次
号
風
為
馬

雲
之
三
号
紛
紛
而
表
下

雪
言
言
号
欲
一
隅

水
灌
巻
今
生
烟

０

０

．

６

６

０

●

●

、

◆

●

０

●

０

６

■

０

０

０

■

●

雲
Ｌ
人
Ｌ
・
人
至
嗣
丸
ろ
け
わ

た
ん
た
ん
と
う
ち
け
脱
ろ

〆、．鄙劉雪
ば
衣
風
汀
一
馬

●

雲
の
君
び
ひ
今
ひ
ぺ
一
．
″
と
下
〃
て
来
る

0三・
と，：

ｅ

●

●

Ｏ

Ｉ

Ｏ

Ｏ

Ｇ

ｂ

●

■

Ｂ

・

凸

■

●

Ｐ

？

。

０

０

■

●

。

▽

●

Ｏ

蕊
菫
の
山
か
邪
鬘
麦
す
る

６

園
は
や
ん
で
し
ず
つ

い
た
例
が
し
ず
切
了
く
れ
る
や
ら

酉

（､
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一一

油
菫
毫
卜
つ
い
て
ば
宍
髻
、
に
記
Ｌ
征
。
「
久
相
侍
」
菱
「
夕
祖
侍
」
と
す
舂
本
が
あ
る
が
．
二
⑦
詩
で
『
夕
」

宇歪宿三一とは蛇足一ぐ、待つことの久Ｌ寺、を、っ．犀。一とご葵処雲至則欠なのだ、音律か帛いって

も
、
』
一
垂
×
一
即
三
い
、
一
蟹
（
久
相
侍
）
可
楓
ば
こ
そ
Ｋ
ご
回
心
ｇ
心
（
海
壁
車
）
と
相
畉
莞
す
る
⑦
だ
が
、
も

し
×
豆
×
ぶ
つ
志
些
竺
（
夕
椙
待
）
と
す
る
と
、
入
声
の
篭
と
夕
と
が
ぶ
つ
か
り
あ
っ
て
效
栗
差
相
殺
す
る
だ
ス

、

つ
り冷

麺
霜
に
つ
い
て
雷
益
は
八
翠
燭
ば
燐
火
Ｖ
と
い
畦
壬
満
は
八
翠
濁
は
鬼
火
也
．
光
お
り
て
鹸
な
」
故

に
禽
翌
燭
と
い
-
っ
Ｖ
と
い
う
．
ま
た
、
労
光
剰
に
つ
い
て
、
曽
益
は
光
彩
の
自
ら
照
す
を
労
す
と
い
い
‘
鈴

木
虎
雄
は
八
い
つ
ま
で
も
と
も
う
了
い
弓
の
で
．
「
骨
折
っ
て
い
-
つ
」
と
い
う
淀
Ｖ
と
い
つ
・
荒
井
礎
ロ
八
冷
や
か

』やや凸夕

な
弓
翌
燭
光
影
を
労
す
Ｖ
鈴
木
ぼ
八
翌
燭
浄
に
光
彩
壬
労
す
Ｖ
と
訓
ず
石
が
、
わ
た
し
ロ
「
冷
辰
ろ
翠
燭

労
た
る
光
剰
」
と
劃
じ
尺
い
。

西
陵
下
風
雨
駅

西
陵
下
に
は
閤
頴
汀

さ
ま
に
い
っ
た
。
巽
寸 １八
閤
頴
何
可
い
，
風
雨
吹
に
「
風
雨
喝
」
「
風
雨
政
」
「
風
吹
雨
」
の
三
種
の
里
へ
女
が
石
石
一
三
は

・
異
文
⑦
適
否
芝
検
討
す
る
た
切
に
画
《
一
而
詩
⑦
全
体
⑦
構
成
差
見
直
す
へ
之
が
便
宜
だ
言
え
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０
Ｇ
口
０
，
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呂
口
■
ｑ
Ｏ
ｊ
Ｇ
ｇ
Ｂ
ｇ
山
口
日
■
ｇ
Ｐ
９
且
グ
■
ｄ
１
日
・
甲
今
０
１
２
■
・
日
ロ
９
５
４
８
８
●
０
８
口
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一

謡
1ゞ :軽
量 ｌ 〆 １ 松 と １ 丁 ・ フ
き て ⑦ 主 じ て 煙譽
急 木 題 伺 い 花

一〉 蔭 を ろ ろ 不
昏 す ｜ で 一 う 。 ・ 堰

つ 油 た ほ 剪
消 垂 ↓ ！ 声
え ： ≦ 車 あ の 口一 一 て が げ ． 亨
口 ひ ろ ｜ 曲
く り 、 と ＝ ラ - て : ．

§ え ． ス あ． が ､ ろIニー
瞳̅・

脚 閾 ・
蔓 光 一 フ の

、

１

１

１

１

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

１

●

■
Ｂ
■
■
巳
■
■
１
１
０
■
ｑ
ｊ
７
Ｉ
坤
已
り
■
■
１
↑
４
０
０
■
Ⅱ
Ⅱ
日
日
０
０
１
Ｊ
０
６
■
■
■
■
且
■
１
口
■
■
１
０
９
Ｆ
０
９
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＃鋼１画ＩＩｉＩＩ澗誰判州側確率叫吋蝿電電＃＃蕊謹箪…；藤＃…識議繧＃＃謡零臘蝋欄繍塞麺鑓潮撫剛撒蕊蕊淵粥鏑寒聯篭識灘灘識剛＃灘蕊蝋蝋塞臘撒鮒謹癖鍾銅轤麺麺鯛調鯛率

、
生
の
暴
債
⑦
星
白
び
か
ぼ
ぞ
く
な
び
く
尾
董
ひ
ぎ
・
そ
の
余
韻
の
た
え
淀
あ
と
-
ふ
つ
と
ひ
と
つ
譲
っ
た
天

かまえ弓・

西
礒
下
男
雨
吹
．
が
繁
曲
下
あ
る
。
風
雨
の
ふ
ま
す
さ
ぷ
盲
と
と
も
に
闇
雲
の
中
下
「
一
Ｉ
ラ
ズ
順
よ
っ
て

，ったわ門石下一の言う．×『三歳×一竺嗣．吟……。

ま
て
、
最
後
の
三
字
句
の
実
同
差
、
意
味
の
畏
開
の
面
か
ら
考
え
て
．
「
風
雨
散
」
ｎ
第
一
に
消
去
し
う
る
だ

ろう。煙
花
の
「
癌
」
字
に
よ
っ
可
雨
の
来
る
で
詞
再
つ
二
と
を
予
測
で
幸
ず
い
わ
け
で
は
な
い
．
し
か
し
労
光
彩
旧８

ま
で
は
雨
ｐ
購
っ
て
い
な
い
。
幽
薦
の
露
は
噸
眼
の
加
く
で
は
あ
る
け
楓
ど
も
嚥
服
Ｔ
は
画
く
．
啼
眼
切
如
ま

毛旬『，▽■。■■画ｑ■ａ■■ｑＤＧ■■■■■■、０９■■■■■■日日ⅡＧＤＩ．■，■■ｂ《ｑ■ｌ・■

待
ち
っ
く
す
の
で
あ
る
．

雨
が
降
る
⑦
は
、
労
汽
春
夫
影
ぴ
消
え
、
義
小
小
の
姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
、
闇
黒
の
西
晴
下
に
、
了
あ
る
。

天
も
し
情
あ
ら
ぱ
天
も
亦
た
老
い
ん
-
と
歌
じ
う
ろ
な
弓
ば
、
天
口
壬
穴
誇
小
小
の
た
め
に
涙
査
流
す
だ
再
っ
。

藷
小
川
の
た
め
に
泣
く
の
び
、
果
し
て
天
で
あ
る
か
ど
う
か
は
知
ら
園
が
、
彼
迂
の
見
え
な
く
な
っ
た
西
礒
下
の

闇
窯
に
嘩
実
涕
泣
す
る
も
の
び
あ
う
尺
。
そ
の
啼
芙
が
風
で
あ
″
、
莞
の
辣
泣
が
雨
可
⑦
嵩
．

す
で
に
降
っ
て
い
た
雨
が
降
り
か
わ
ぅ
尺
の
な
ら
ば
「
風
雨
顔
」
で
よ
か
君
ラ
が
、
〒
ウ
で
口
な
い
。

、
こ
ろ
三
つ
⑦
異
文
「
国
雨
吹
」
「
風
雨
喝
」
「
風
吹
雨
」
で
は
-
「
園
雨
或
」
と
「
風
吹
雨
」
達
同
類
に
く

く
り
、
「
風
雨
鱈
」
に
対
立
す
る
も
の
と
見
う
る
．

幽
藺
の
露
は
蕊
小
小
の
化
の
内
部
を
象
徴
す
る
け
価
と
も
．
綴
立
、
泣
い
て
ば
い
な
い
。
泣
く
二
と
乏
こ
ら
え
て

，
０
，
１
０
’
０
叩
！
詔
，
０
Ｉ
Ｄ
■
１
１
１
１
８
０
刀
１
０
１
１
Ｊ
日
日
Ｊ
Ｉ
Ｉ
も
０
１
１
-
，
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一
一

動
の
表
現
で
あ
る
こ
と
口
窪
解
し
尺
で
高
ス
う
．

云
胡
不
臺
：
．
・
嬉
し
う
て
な
ら
樋
篝
三
章

重
重
呼
岸
何
八
風
雨
は
吾
子
壷
患
う
な
〃
・
乱
世
に
は
則
ち
君
子
の
真
⑦
妻
逹
改
め
ざ
る
書
患
う
Ｖ
と
い
“

-
夛
雲
伝
」
．
ロ
八
風
雨
晦
亘
は
菫
’
一
淫
奎
ハ
の
錆
？
言
子
何
瓢
す
る
航
の
壽
子
麦
信
す
也
・
淫
奔
の
な
、
此
の
時
に

当
川
、
；
真
の
朝
す
葛
鮒
切
人
菱
見
て
随
に
悦
ぶ
乏
壹
う
Ｖ
と
い
う
・

白
川
静
『
詩
経
』
（
一
六
迄
○
茸
）
ば
り
ウ
ハ
す
さ
差
じ
く
、
も
の
ま
ひ
し
Ｖ
風
雨
の
中
に
難
が
鳴
く
と
い
う

の
も
-
情
飼
な
動
径
を
示
す
表
現
で
あ
再
っ
。
）
一
く
れ
同
「
い
ま
だ
言
子
宝
見
ず
」
と
い
つ
状
態
に
扇
た
石
。
剛
え

に
「
す
で
に
君
子
達
見
ろ
」
と
い
う
旬
を
も
一
″
て
承
け
、
蜜
垣
の
情
が
歌
わ
柄
ろ
の
で
あ
る
。
Ｖ

李
窒
が
読
ん
だ
の
ロ
、
い
う
．
ま
て
・
も
な
く
「
講
亨
」
の
み
一
ぐ
あ
ろ
．
し
か
し
「
園
雨
伽
噌
・
鶏
嘱
不
已
」
が
情

風
雨
癌
か
ら
直
ち
に
思
い
お
こ
さ
制
ろ
の
何
『
読
経
」
鄭
風
「
風
雨
」
下
あ
る
。

■

「
唇
緬
加
鐙
」
が
一
-
い
蚕
だ
言
孑
乏
貝
一
、
、
ろ
」
状
施
芝
示
す
点
下
、
西
霞
下
の
蘇
小
小
と
兵
還
す
ろ
。
そ
い
葵

誰
鳴
不
已
》
…
鶏
・
稲
声
や
ま
い

り

銃
貝
君
子
『
と
の
ご
菱
見
た
令

風
雨
蒲
溺
雨
風
ざ
や
ざ
や

藷
鴬
膠
騨
に
わ
と
〃
こ
プ
ラ

談
員
君
子
ｚ
の
ご
葦
＃
員
疋
〆
今

云
胡
不
雰
蟇
ざ
、
晴
打
ま
い
か

爵雨加晦-”鍔痴鼠》気らく了
ヘ
-

つ

●
■
。

８-

第
二
軍

唾←

Ｉ

Ｐ
４
Ｉ
ｌ
９
０
４
０
９
１
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
０
０
Ｔ
Ｏ
Ｉ
-
６
１
Ｊ
』
Ⅱ
０
０
ｂ
■
■
Ｕ
■
■
■
■
■
■
ｇ
ｂ
０
ｌ
ａ
Ｖ
９
ｑ
■
■
■
１
２
９
８
０
０
０
日
９
１
１
１
■
’
’
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八
７
０
-
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画画逼雪麺幅一蓮層雲密》》塞蝉暉翻》琴小川一顎」の結句同「風一ｍ明」とすへ菫ようｌも自えよう

ｒ
ｒ
『
菩
鐸
』
一
と
よ
く
亜
ん
ｒ
害
戊
⑦
了
人
焉
何
「
風
雨
畑
」
ご
門
け
ば
一
便
罰
朗
ｌ
「
子
舅
君
子
」
と
つ

。
や
く
テ
お
云
う
古
璋
「
牙
小
ｊ
歌
」
ｒ
ロ
ら
ぼ
で
楓
も
よ
↓
李
鴦
の
師
ｉ
ｎ
Ｉ
メ
リ
句
と
切
り

夫
弍
’
し
Ｌ
ｒ
よ
う
Ｉ
争
曲
「
’
四
脾
下
」
り
う
ｒ
ね
桐
石
と
一
星
旨
ほ
す
Ｔ
ｌ
閏
臣
-
１
扇
弓
闇
空
「
は
一

洞
自
体
か
暗
-
の
了
あ
-
１
-
ｌ
楓
菱
「
聰
」
し
と
１
勺
Ａ
要
は
石
Ｉ
晦
Ｌ
と
一
式
明
す
打
は
閏
聖
は
ウ
ズ

了
」
⑦
暗
一
芽
一
画
つ
け
つ
打
ろ
て
両
再
う
７
１
音
か
「
７
鍬
」
と
ｔ
勺
ご
と
’
よ
了
一
⑦
冗
割
差
歌
ろ
よ
う

話
が
す
こ
し
先
走
っ
た
．
ご
拭
う
の
巽
一
メ
の
梼
討
に
ぼ
．
「
蘇
小
小
歌
」
ぴ
詩
で
あ
る
の
だ
か
う
、
押
韻
ｎ
面

か
ら
な
が
切
る
道
が
の
二
一
、
柄
了
い
ろ
。
押
韻
の
文
字
に
。
を
つ
け
、
蒙
字
の
部
立
て
付
『
広
重
に
よ
る
．
本
叉

呵
や
ほ
り
底
本
に
よ
り
、
結
句
の
異
文
は
一
宇
毒
、
げ
て
並
べ
了
お
く
。
（
）
内
け
平
水
韻
．
一

の永遠のた一パかいなのだ。

風
と
雨
と
は
．
Ｌ
ワ
し
ゞ
仲
良
く
ひ
と
つ
に
な
う
了
篝
小
小
の
沈
歎
⑦
中
に
戒
一
『
、
こ
む
の
で
は
な
く
．
付
け
し

く
へ
風
が
噸
宍
、
、
は
げ
Ｌ
く
、
雨
が
湾
ろ
の
で
易
言
う
。
雨
が
吹
宍
、
・
風
び
崎
ろ
、
と
い
っ
て
も
よ
い
．

ｊ咽櫛叩刈墹》一例噺Ⅷ川の沈獣は、宛ぺ嵩でも、易堯、令例でし-おそづくない．〉了拭は永遠の互性

篝
の
詩
で
は
．
率

０

あ
る
。
予
め
死
數
一

頭
收
す
る
よ
う
に
。

イ

詩
で
は
．
圏
黒
の
中
帝
、
は
げ
Ｌ
く
、
風
が
頭
宍
《
、
雨
が
膳
ろ
の
一
ぐ
あ
ろ
．

〉一§例死數ロ・悪恨も篭愁しすべて〉ての内部仮吸收する。ブーフック

Ｉ小用画刷り０曲りゅ隅四別■戸ｈＨＮ制則側山田別別刷例日■■■■■Ⅱ閲側ⅢⅢⅡ回肥砠閲冊間間凹聞回間ＭＨ回附旧田■回旧日出旧踊旧旧

ー

、

闇
雲
、
、
蘇
小
小
の
死
獄
下

・
ホ
ー
ル
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

'３３７ ８1７
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-

”

詮

』

蕊

勤

鑿

雲

鷺

謹

-

，

。

-

『】雛・鍵認一”・義

『
、
竜
一
ｇ
凸
山
都
一

コ《

や《呈皐・

置
の
表
了
明
ら
か
な
よ
う
に
．
服
と
剪
は
近
似
藷
だ
が
同
謂
で
何
可
Ｖ
・
霊
と
風
も
近
似
靜
沢
か
同
韻
で
は
』

と
二
言
で
・
完
全
脚
韻
差
千
な
文
ろ
「
海
誤
車
久
椙
詩
淘
翠
燭
汚
夫
簿
」
口
-
序
曲
で
示
さ
桝
汽
〒
ｌ

マ
「
窯
獅
請
同
瓜
」
が
割
の
中
侭
部
で
旦
体
代
末
、
涙
グ
ラ
イ
マ
ッ
ワ
ス
で
あ
っ
た
．
逆
に
い
え
ば
、
こ
こ
が
ケ

ラ
イ
マ
ッ
ワ
ス
Ｔ
あ
ろ
こ
と
を
示
す
た
櫛
に
実
全
脚
韻
が
透
ぼ
、
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
考
え
ろ
と
、
ざ
ま
の

不
実
脚
誤
ほ
周
到
に
試
算
ざ
桝
辰
韻
法
で
蘭
ろ
ご
ど
に
気
ブ
く
。

、
、
と
．
宣
夕
オ

い

と
き
ど
寺
節
乏
ひ
ま
た
ぴ
ふ
時
脂
誤
枅
絃
李
端
蕊
事

二
洞
口
訂
舅
さ
桐
た
誤
″
が
媚
び
一
三
、
し
示
す
例
だ
が
．
等
の
主
も
矼
謁
の
甘
雲
の
す
Ｔ
に
挫
折
崩
壊
Ｌ
た
縦

望
の
中
で
絶
望
蚕
拒
否
Ｌ
了
出
葵
す
る
舅
の
蕊
小
川
の
歌
口
．
謁
法
に
お
い
て
も
甘
美
な
完
全
脚
謂
壷
拒
一
合
Ｌ
了

出
発
Ｌ
な
げ
洞
ほ
可
弓
な
か
つ
八
の
で
あ
言
う
。
弄
伺
可
弓
ｎ
・
完
全
脚
韻
に
よ
っ
て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
示
し

た
の
弓
の
祭
曲
ほ
、
当
然
・
不
実
脚
韻
原
よ
っ
丁
、
グ
ー
ラ
イ
マ
ッ
ク
ズ
を
翌
調
Ｌ
フ
マ
不
協
和
な
・
あ
る
い
は

奇
異
な
謂
法
で
緒
宗
Ｌ
な
け
、
何
な
る
宗
い
、
斎
藤
胴
付
い
う
．

・
風
吹
雨
前
に
あ
る
西
陵
下
の
下
を
戸
と
い
う
盲
下
読
み
、
雨
と
韻
差
踏
む
（
上
声
上
震
）
。
一
本
に
風

ふ
う
・
フ
名
。
ラ

雨
吹
や
風
雨
散
と
可
っ
て
お
り
-
四
部
拳
刊
本
で
は
風
雨
晦
（
風
雨
晦
Ｌ
）
と
な
つ
了
Ｖ
ろ
一
晦
な
ぅ
楓
と

同
じ
く
去
声
十
一
隊
、
蓋
が
冗
泰
で
遥
す
る
。
も
っ
と
も
侍
と
影
と
は
上
戸
十
賄
に
雷
す
る
が
、
同
じ
く
萱

。
侍
と
彩
と
、
同
韻
だ

金
の
琴
柱
仁
掻
Ｖ
・
喝
ら
す

玉
の
小
部
屋
の
真
白
の
手

周
ど
の
の
目
乏
ｏ
か
む
と
元

｡

時 欲 秦 鵠
脂 得 手 拳
誤 周 玉 金
枅 郡 房 票
絃 頴 前 柱

〆
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「
下
」
芝
「
戸
」
の
言
で
読
む
、
ま
こ
と
ば
末
の
注
家
呉
正
子
が
宿
漬
延
及
〃
濤
霧
の
零
姜
嘩
請
目
で
は
一
千
水

請
差
用
い
る
が
、
李
舅
の
詩
を
考
え
ろ
と
一
》
に
”
『
鍾
韻
』
芝
基
準
仮
あ
く
方
グ
よ
雌
、
⑦
て
ほ
ワ
い
か
。

で
、
て
、
八
嵩
と
密
と
ほ
上
声
十
頭
に
雷
す
る
が
、
周
じ
く
萱
奉
″
で
哉
一
ぎ
せ
た
Ｖ
と
い
う
。
〒
・
つ
で
ば
あ
る
守
い

斎
藤
の
考
え
は
-
「
草
翅
茜
」
か
筍
［
恩
填
碩
・
一
書
で
ず
律
一
体
で
一
議
で
押
請
す
る
と
い
つ
建
→
く
ま
大
が
頚
ぽ
あ

〃
．
「
侍
」
「
影
」
ロ
ー
毒
」
「
寂
」
と
局
声
で
蔵
ゼ
制
ぱ
な
ら
縄
と
い
・
つ
合
理
主
簔
仮
引
ま
ず
今
汽
た
の
マ
あ

君
つ
・
箒
の
合
理
主
壽
一
さ
毒
一
一
う
と
す
打
鳳
、
錆
句
ば
「
風
一
緬
鑓
」
か
「
農
一
雨
該
」
で
売
る
ほ
か
な
い
。
詞
，
人
語
釦

諒胴の感性は、Ｌか！」、差て幸二〈の合蓬主義臆系ちつか可ひつたのであうつう。一ｔの動淫董安糖一訓・
８

ろた例に塞噂な韻律学から抽出したのが八苦漏臓類似の発言至上声と去声でしれけ了藷に蹄と手如

七
あ
る
Ｖ
な
⑦
一
心
あ
弓
っ
々
だ
が
．
こ
い
援
軍
仮
委
〕
満
更
で
一
一
、
な
か
三
．
恥
涜
罵
が
八
た
だ
．
こ
こ
で
、
風
吹
雨
の
３

方
が
修
鋳
釘
に
畷
絢
苛
-
い
る
Ｖ
陳
露
呈
Ｌ
淀
・

学
者
と
し
て
の
斎
鐸
侭
工
〃
恐
し
。
わ
た
し
口
・
詩
人
と
，
」
て
の
斎
藤
広
、
よ
″
信
を
お
く
．
詞
人
の
見
出
す
真

実
ま
学
者
ヴ
素
直
灰
分
杭
し
て
い
た
ラ
秦
嘱
Ｌ
か
つ
武
勇
う
。

『
侍
，
一
「
影
」
画
去
声
で
読
む
の
一
ぐ
ば
一
ｕ
く
・
ば
つ
害
、
〃
卜
三
で
詠
君
す
る
の
で
腐
る
。

￥の二と菱川にと猿庶｛ノ・茎ｒ、Ｌういちど眺めラつと、「服」と「一聖」が一組で上声-重墨」と

「
属
」
が
一
組
で
吉
塞
へ
「
侍
」
と
「
影
」
が
｜
組
一
ｒ
上
声
下
弱
る
こ
と
が
わ
か
る
。

の
へ
一
石
二
句
何
、
〉
一
、
洞
な
ら
口
・
わ
は
〃
二
韻
の
一
銅
で
・
ト
ー
声
二
韻
か
去
声
二
韻
で
両
言
う
。
上
声
だ
と
Ｌ
←

声
で
読
ま
せ
及
び
、
ま
匠
何
類
似
の
発
吉
芝
-

で
何
風
吹
雨
の
方
び
修
辞
的
に
瘍
桐
了
い
ろ
。

ま
匠
何
類
似
の
発
吉
芝
上
声
と
去
声
手
、
Ｌ
わ
け
了
篭
Ｋ
踏
む
手
も
あ
る
．
辰
だ
、
こ
こ

Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
１
．
８
．
ｆ
，

１００１１Ⅱ４１６１０日０日ⅡＩⅡ００００ⅡｊｊｌＩ１ｆ１ＩｌｌＩＩ１Ｉ０ｌＩ■Ⅷ■■■■■日Ｉ凸Ｖｒ甲？ｊｆ０ｌ

１
Ｉ
９
Ｉ
ｆ
Ｉ
６
？
』
甲
Ｏ
１
ｌ
ｌ
９
ｒ
ｊ
■
９
９
凸
９
１
-
。
■
１
１
日
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
ｂ
■
ｌ
７
Ｄ
ｊ
色
８
０
、
-
１
１
６



十
勺
ぢ
つ
つ
藍
ば
制
ろ
だ
弓
-
？
去
声
の
場
合
も
同
様
一
卜
・
霊
・
現
と
阿
逼
押
し
に
く
い
隔
二
か
韻
字
の
ば
す
で
あ

○

一

ろ
｡こ

の
要
約
か
ら
い
っ
て
・
四
つ
の
異
文
の
う
再
「
国
一
雨
暇
」
と
「
風
雨
畝
」
何
ま
ず
除
グ
狐
ろ
。
「
風
雨
噸
」

、
「
吹
」
が
平
声
下
あ
る
か
ら
卜
一
声
の
「
下
」
と
韻
の
、
か
み
よ
う
か
な
く
。
一
一
柄
も
除
か
打
ろ
・

の
一
三
の
は
「
息
吹
雨
」
だ
け
で
あ
る
。
「
雨
」
は
上
声
９
篝
．
「
西
漆
下
」
の
「
下
」
は
琶
逼
、
卜
言
弱
馬

で
あ
る
．
同
、
と
も
皇
些
丁
⑦
い
う
辰
エ
ゥ
に
「
戸
」
璽
芭
で
読
む
と
す
Ｈ
ば
．
声
、
上
声
旧
暁
で
雲
⑦
雨
と

ロ
全
く
同
韻
で
は
な
い
が
『
広
調
』
に
「
同
用
」
と
記
Ｌ
了
通
押
窒
許
す
文
字
で
あ
る
。
〉
て
桐
な
ら
ば
下
、
雨
の

關
係
ロ
、
眼
・
葵
の
関
係
、
菫
・
猟
の
關
檸
と
齢
似
Ｌ
・
侍
・
彩
の
鬮
擦
と
は
似
な
い
．
等
う
Ｌ
了
一
房
二
と
何
．

夫
、
宍
、
に
權
測
Ｌ
穴
よ
う
に
、
弩
の
「
罫
小
小
歌
」
蓬
結
束
す
る
た
め
に
要
請
寺
、
拘
る
必
須
の
条
件
に
合
致
す
る
．

「
風
噸
雨
’
一
が
修
辞
閾
に
瘍
椚
ろ
と
人
々
に
感
ぜ
ら
拘
る
の
ロ
〉
マ
打
ご
あ
詩
⑦
内
面
、
す
な
わ
ち
毫
啄
的
要

閣
、
か
局
川
↓
っ
て
も
、
外
面
、
-
９
な
わ
弓
韻
律
雷
成
、
か
ら
い
う
て
も
、
雌
然
だ
っ
辰
か
ら
で
あ
る
。

〃
卜
昴
検
討
に
よ
っ
て
、
こ
の
詩
の
本
文
を
左
の
よ
う
に
淡
定
し
う
ろ
だ
言
う
。

幽
關
雲
加
啼
眼
票
物
結
局
遮
煙
両
不
堪
剪
草
如
茜
松
血
菫
風
一
局
雲
水
爲
現
油
蜜
聿
久

相
待
冷
翠
燭
鍔
夫
影
西
陵
下
、
風
吹
雨

で
ば
患
の
「
篝
小
小
歌
」
と
「
蕊
小
山
墓
」
の
い
す
机
を
是
と
す
る
か
．
か
つ
了
ｂ
辰
Ｌ
け
「
蘇
小
小
薯
」
は

敷
か
ぬ
と
考
え
た
。
い
ま
は
「
｝
鮴
小
小
歌
」
で
弱
考
「
″
と
感
じ
ろ
。
そ
の
推
移
差
諾
ろ
辰
防
に
、
な
お
し
ば
ら
く

俳
個
萱
続
け
な
け
洞
ば
可
ら
め
。

〆
ｐ

ｌ
Ｉ
ｌ
-
Ｉ
１
ｊ
Ｏ
４
０
１
-
０
１
９
１
６
■
■
Ⅱ
０
月
６
０
■
且
▼
■
０
口
Ｕ
Ｉ
Ⅱ
９
，
４
■
０
日
。
ｉ
▲
ｇ
■
■
Ｉ
■
ｌ
ｑ
ｄ
Ｒ
■
■
Ｕ
ｌ
Ｕ
Ｄ
■
■
■
■
Ｄ
Ｇ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
０
１
Ｆ
Ｃ
Ｅ
０
１
０
０
ｊ
１
１
Ｂ
。
』
８
１
．
１
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三つ． 諺
小
川
芝
考
え
ろ
た
肋
に
。
、
六
Ｌ
口
、
中
国
の
歌
岐
娼
婦
の
歴
安
を
知
り
た
い
．
か
な
り
長
く
（
か
け
て
雫
、

た
び
、
彼
立
た
ち
を
玩
弄
す
．
ろ
側
の
部
迩
に
は
ぶ
つ
か
つ
了
も
、
披
軟
た
ち
の
側
に
立
ち
、
こ
と
に
社
界
経
済
史

的
可
観
崇
か
ら
も
鋼
得
」
つ
る
黄
料
逹
寄
恥
え
だ
薑
物
Ｅ
這
わ
な
か
っ
た
。
わ
に
Ｌ
の
見
需
②
ご
ま
い
ご
Ｖ
で
あ

李
樹
憲
一
鋭
套
中
飼
中
国
社
会
』
（
一
凡
亡
囮
年
上
月
）
「
士
大
夫
飼
生
沽
興
妓
藁
」
の
菫
に
い
う
。

唱
岐
制
要
の
寒
一
涛
口
す
で
仮
考
え
る
こ
と
が
で
諄
い
。
壹
仲
が
互
閨
三
一
三
三
厘
い
た
の
び
娼
嬢
の
娼
輌
だ
と

ロ

心

。

。

〆

■

い
う
人
が
あ
る
匂
呉
愁
春
泳
仮
⑦
ぜ
ろ
、
急
王
勾
厳
が
淫
供
這
犯
⑦
雲
婦
乏
山
上
に
う
「
″
し
・
士
の
蟇
国
手
“

喜
吉
差
山
に
塗
は
ご
￥
⑦
毫
乏
三
ほ
ど
涙
、
と
い
、
つ
の
が
ま
民
娼
坂
昌
Ｌ
い
・
ま
た
あ
る
人
の
義
で
何
娼

簸
が
ぼ
ん
と
う
吹
一
暹
の
制
害
些
画
う
匠
の
臆
・
漠
の
試
帝
が
営
欺
董
憲
忘
淀
と
き
に
潟
李
書
。
こ
め
種
岡

嶋
・
頃
は
巳
・
弓
ば
告
「
菫
士
尋
襄
軍
言
言
」
⑦
尺
硯
設
け
う
牌
た
の
〒
、
-
い
ず
楓
し
一
般
の
人
民
が
遊
翫
一
噂
寺

涙⑦ではない。（篤試外宝差冥｝：乙。この程言⑦吏料では三型．む標脚とし、え錘。蕊晋時代、、娼妓

付
す
で
に
流
行
Ｌ
了
い
辰
今
Ｌ
い
、
当
爵
の
大
官
壱
表
は
き
杓
綱
一
ｔ
一
壱
筋
で
・
声
色
に
ふ
け
り
、
家
内
吹
妻

域
を
置
い
た
。
後
人
⑦
「
家
涙
」
芝
稗
す
る
も
の
・
晴
喜
以
猿
、
こ
と
に
雪
の
一
二
宗
の
天
宝
以
後
、
官
妓
・

営
頬
な
ら
ひ
Ｆ
私
媛
と
し
Ｆ
六
い
に
室
行
Ｌ
・
晏
安
・
逢
陽
・
威
都
、
揚
州
な
ど
の
各
大
都
会
一
ど
け
簸
域
が

一
三
に
夢
か
つ
辰
。
．
…
‘
・
雪
代
の
文
人
付
好
ん
で
慢
托
を
苧
啄
Ｌ
侭
だ
け
で
な
く
、
妓
試
に
痔
し
た
。
一
六
種

が
霞
濤
に
．
杜
牧
が
農
壬
雁
、
斐
算
が
的
澗
と
い
う
の
が
そ
の
著
列
。
富
人
票
中
．
波
に
贈
フ
た
、
妓
竺
園

読
壱
の
教
示
萱
切
望
才
．
ろ
面

責
一
鋭
套
中
飼
中
国
社
会
』

九

ー

歩・一

蕊雷韓錘篭驫電喜§床．・舎・←》営歩腱一二西室・琴…←〃。．》ゞ
一・←ｒ、．屋や竃戸」←←竜一●、防乎●茜壹農夛巽慧淫雫浄誇露蟹蔑溌李》

ｐ

Ｐ

ｃ

宇

一
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了
い
ろ
）
か
も
う
と
も
詳
鯛
了
あ
る
。

一
ハ
朝
墜
恥
の
記
述
一
ぐ
ほ
へ
戸
が
比
較
函
く
わ
Ｌ
い
が
、
一
丞
一
六
年
に
出
た
尚
壽
和
ヨ
堅
代
社
会
風
俗
事
物
言

か
パ
コ
マ
包
は
と
出
ろ
わ
け
一
ぐ
ば
万
》
い
・
喜
州
に
入
る
と
蕾
令
欽
『
教
坊
記
』
祷
票
『
北
室
志
堂
茎
鳳
じ
防
、
琴
樹

青
し
い
う
よ
、
つ
ほ
文
人
の
詩
一
メ
に
二
打
に
関
す
る
託
述
が
多
い
た
め
く
杓
Ｌ
く
可
ろ
．
わ
た
し
の
見
汽
も
⑦
で
何

石
田
幹
之
助
『
害
安
窯
針
』
（
・
一
九
皿
八
年
十
一
一
月
｝
に
嶮
例
ろ
「
戻
這
の
歌
簸
」
（
増
訂
晨
安
の
春
に
は
い
う

二
舸
弓
の
域
た
ち
は
害
色
⑦
秀
麗
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
そ
の
性
何
打
も
演
敏
認
壽
、
才
藝
ま
た
稀
に
貝
暮

も
の
多
く
．
：
：
：
篝
美
な
装
い
を
凝
ら
Ｌ
Ｔ
ほ
ゐ
ま
Ｌ
た
が
社
会
上
の
舅
分
か
今
云
へ
ぼ
収
孵
の
膣
鍾
卜
屋

Ｌ
Ｔ
ゐ
た
も
の
で
湯
川
ま
す
か
局
主
人
か
ら
貝
椚
ば
一
個
の
爵
産
に
過
ぎ
ず
、
引
出
も
の
と
し
て
人
匡
暦
号

・っゲ金に碑へＴ：：：．録酷を盲はつか《予価、極め了自由万へ一と不窮叩まし辰。（家族）

喜
代
の
歌
妓
’
三
二
て
堂
戸
昼
仏
塁
雲
で
い
う
竺
勗
国
で
癸
弓
定
負
う
薑
毎
打
ま
す
が

鯉
梓
に
雲
一
本
一
ど
拝
し
遅
Ｌ
、
菫
に
杯
盤
の
闇
蛋
閏
捷
Ｌ
、
た
だ
逼
鍾
〈
一
茎
添
、
ふ
る
だ
け
至
便
命
と
す
る
妓
互

江
と
は
殆
ど
あ
る
し
の
一
心
は
ワ
く
、
お
眉
か
た
ほ
信
堂
と
の
間
に
騒
然
た
る
無
菱
引
く
こ
と
の
困
簔
な
Ｅ
の

ば
ガ
〃
で
あ
り
ま
し
丁
、
害
の
た
例
に
枕
帯
達
意
娩
零
に
侍
す
る
も
の
の
多
ひ
つ
涙
こ
と
何
一
苧
跡
ま
で
し
あ

０
１
ノ
言
Ｇ
Ｏ
Ｐ
’
』
プ
ワ

〃
ま
ぜ
ん

芸
の
祷
軟
た
有
に
圧
倒
ま
杓
た
。

小
割
鳳
仙
・
姉
氏
・
李
娃
ら
ロ
誕
湊
に
よ
っ
マ
人
を
動
か
し
-
詩
文
に
主
、
了
富
者
、
猟
、
節
操
仁
エ
ゞ

了
名
易
〃
-
歌
声
捷
寄
で
←
必
夢
蒙
と
⑦
も
の
数
十
人
を
あ
げ
る
こ
と
か
了
キ
、
、
ぞ
っ
《
⑦
才
一
茎
可
人
ぼ
夛
一
ｒ
多

'３．４３ 8２３



一

く
分
〃
ま
す
・

時
拠
釡
隔
了
了
相
面
・
つ
し
の
が
あ
る
⑦
な
ら
ば
・
水
上
勤
『
五
雷
町
夕
霧
楼
」
遇
ロ
一
葉
「
に
ご
り
え
」
ワ
い

し江戸の一誕〆学か局蘇小小の境遇を類港するごピ互引能でお弓う．

こ
の
買
妓
に
あ
た
る
も
の
蚤
遊
な
と
し
γ
今
が
、
遊
藁
の
語
ロ
ー
読
経
』
周
庫
「
渥
広
」
か
ら
出
ろ
⑦
だ
君
弘
弧８

；-”と同識寵砺河まず、“

こ
の
社
偽
に
何
時
と
侭
と
を
癌
て
て
享
ぼ
且
つ
我
が
風
雪
尿
と
と
も
一
家
椙
逼
、
か
も
の
の
詞
っ
た
こ
と
か
ょ

等
二
三

不
可
方
罵
￥
門
で
何
け
閲

こ
の
藩
互
何
．
自
在
に
遊
行
す
る
票
水
⑦
互
神
（
白
川
説
）
だ
が
、
の
弓
に
ロ
「
、
つ
か
打
制
」
秀
-
さ
す
よ
．
「
／
に

汀
〃
か
っ
て
の
遊
軍
た
ち
も
今
で
ば
礼
壷
億
え
な
く
て
は
冨
易
一
卜
招
く
こ
と
び
で
一
赤
な
い
、
と
い
う
の
が
こ
の

そ：．！ｉ壺参』零・息零うゞ
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南
頁
高
木

不
可
休
息

濤
芦
瀞
域

不
可
求
馬

湊
乏
広
美

不
可
泳
露

江之・郊美

分

１

ワ

震
の
び
わ
の
癖
立

一

求
価
は
な
う
め

沐
承
口
な
ら
ぬ

南
に
高
い
木

薑夫→Ｊ

、、ノグ守１８。

泳
ぎ
も
な
ら
ぬ

江画、永い莞

す
広
Ｖ》可

、

（民妓）

旧・４４


